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２
０
歳
台
の
若
者
４
名
を
含
む
１
９

名
で
、
２
泊
３
日
の
沖
縄
連
帯
ツ
ア
ー

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

前
半
は
雨
、
し
か
も
外
に
出
た
と
き

に
限
っ
て
風
を
伴
い
強
く
な
っ
て
…
と
、

お
天
気
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

本
島
南
部
の
戦
跡
巡
り
で
は
激
し
い
地

上
戦
で
ま
さ
に
地
獄
だ
っ
た
だ
ろ
う
と

想
像
し
、
最
北
端
の
辺
戸
岬
か
ら
は
与

論
島
を
眺
め
て
こ
の
海
峡
に
沈
ん
だ
疎

開
船
に
思
い
を
馳
せ
、
移
動

の
車
の
中
で
聞
い
た
護
郷
隊

の
話
で
は
１
４
歳
の
少
年
に

志
願
さ
せ
て
ゲ
リ
ラ
活
動
を

さ
せ
て
い
た
こ
と
に
改
め
て

怒
り
を
持
ち
、
平
和
祈
念
館

で
見
た
「
戦
争
を
す
る
の
が

人
な
ら
、
そ
れ
を
止
め
る
の

も
人
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉

を
強
く
胸
に
留
め
ま
し
た
。

辺
野
古
で
座
り
込
み
に
参
加
し
た
と

き
に
発
言
を
求
め
ら
れ
た
若
者
の
、

「
報
道
さ
れ
な
い
沖
縄
の
現
実
を
自
分

が
伝
え
た
い
」
「
平
和
で
幸
せ
だ
と
思
っ

て
い
た
け
ど
、
沖
縄
が
あ
っ
て
の
こ
と

だ
と
知
っ
た
」
と
の
言
葉
に
、
頼
も
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
「
沖
縄
を
返
せ
」

を
大
合
唱
し
て
連
帯

の
思
い
を
強
め
ま
し

た
。 みち子のひとりごと

沖縄へ

高すぎる国民健康保険料を引き下げ、住民
と医療保険制度を守ります

日本共産党が国民健康保険政策を発表

1、高すぎる国保料を「協会けんぽ」並みに引き下げます。
（１）全国知事会なども強く要望している公費の投入で保険料を引き下げま

す
全国知事会は国保料を「協会けんぽの保険料並み」に引き下げるために、「1

兆円の公費負担増」を政府に要望しました（2014年）。日本共産党も賛成です。

（２）「人頭税」と同じ「均等割」「平等割（世帯割）」を廃止し、国保料

を協会けんぽ並みに引き下げていきます
全国で「均等割」「平等割」として徴収されている保険料額はおよそ1兆円で

す。公費を1兆円投入すれば「均等割」「平等割」をなくすことができ、多くの 自

治体では協会けんぽ並みの保険料にすることができます。そのうえで、「所得 割」

の保険料率の引き下げなどもすすめ、所得に応じた国保料への改革を進めま す。

２、国による保険料の免除制度をつくる――困ったときに、困った人を助け

る国保制度に

３、無慈悲な保険証取り上げや強権的な差し押さえをや

める

４、安倍政権による「国保都道府県化」を利用したさら

なる保険料値上げを許さない



私
の
住
ん
で
い
る
和
佐
地
域
で
、

そ
の
昔
、
銅
鉱
山
の
鉱
毒
被
害
が
出

て
、
村
民
に
よ
る
一
揆
が
起
こ
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

知
人
が
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
が
、

小
田
康
徳
著
「
近
代
和
歌
山
の
歴
史

的
研
究
」
と
い
う
本
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。

最
初
は
江
戸
時
代
、
海
草
郡
和
佐

村
禰
宜
で
紀
州
藩
が
鉱
山
を
開
掘
し

て
、
田
畑
の
収
穫
が
激
減
し
、
百
姓

一
揆
が
起
こ
っ
た
こ
と
。
そ
の
後
何

度
か
閉
山
、
開
掘
が
繰
り
返
さ
れ
た

が
、
和
佐
村
の
農
民
た
ち
は
、
そ
の

た
び
に
、
時
の
政
府
や
鉱
業
者
に
反

対
を
訴
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

禰
宜
に
鉱
山
が
あ
っ
た
話
は
小
学

生
の
時
、
聞
い
た
気
が
す
る
の
で
す

が
、
そ
ん
な
粘
り
強
い
戦
い
を
、
こ

の
地
域
の
先
輩
た
ち
が
し
て
い
た
と

は
、
驚
き
ま
し
た
。

あ
ま
り
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
調

べ
た
い
歴
史
で
す
ね
。

こ
ん
に
ち
は

井
本
ゆ
う
い
ち
で
す

第１５回 憲法フェスタ

11月11日（日）
午後２時～４時半

河北コミュニティセンター

第１部 ファミリーバンド
「Crowfieid(クロウフィールド）」

第２部
講演 「自民党改憲案にどう向き合うか

～私たちの具体的な対抗策は～」
講師 飯島滋明氏（名古屋学院大学教授）

・映画上映：10:30～
「いのちの海 辺野古 大浦湾」

・展示の部屋
・リサイクルひろば など

主催：守ろう９条 紀の川 市民の会

11月から市役所北駐車場が
改修のため閉鎖しています

≪市・管財課の通知文書≫

北駐車場閉鎖後の駐車場利用の運
用について

11月より北駐車場が閉鎖され中央駐車

場を利用していただくことになりますが、
中央駐車場の料金がすべての利用者が入

庫後1時間30分まで無料になり、それに伴

い来庁者の駐車場の運用について変更し

ますので通知します。
市役所に用務があり来庁される市民は

無料の対応をとり、市役所に営業に来る

事業者、市役所業務を受注する事業者等
は無料の対応をとらないことにします。

１、1時間30分以上無料の判断の例

・住民票を取りに来る者
・各種証明書等をとりに来る者

・市政の相談に来る者

・縦覧図書を閲覧に来る者

・市が行う住民説明会等に参加する者
・市が招待した者（会議・表彰式）

２、駐車場無料の対応
各課において、90分越えの来庁者に対

して手続き（無料対象者には駐車券の提

示を依頼し、課名と時間の記入のうえで

担当職員の押印）をしてください。1階の
総合案内において、駐車券を確認の上、

駐車回数券を必要枚数配布します。

３、休日、時間外の駐車回数券の配布
休日（1時間毎に160円）、時間外につ

いては総合案内が閉鎖しています。各課

の業務で来庁者に対し駐車場回数券が必
要となる回数券を配布しますので、当日

各課で処理してください。

中央駐車場は1時間30分を超えると480

円（平日最初の1時間160円、以後30分毎
に160円）になります。

※総合案内の開設時間
月・火・水・金 8:30～17:15

木曜日のみ 8:30～19:00


